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り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお
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SH7764グループ 
表示コントローラ TFT-LCDパネル表示例 1 

要旨 
本アプリケーションノートは，SH7764の表示コントローラ (VDC2) を使用した TFT-LCDパネル表示例に
ついて説明します。 

 

動作確認デバイス 
SH7764 (ルネサス テクノロジ製 R0K507764E001BR) 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
TFT-LCDパネルと SH7764を表示コントローラ (VDC2: Video Display Controller 2) で接続し，TFT-LCDパ
ネルにグラフィック画像を出力します。 

 

1.2 使用機能 
• 表示コントローラ (VDC2) 
• 汎用入出力ポート (GPIO) 
 
 

1.3 適用条件 
• マイコン: SH7764 
• 動作周波数: CPUクロック: 324MHz 

 SuperHywayクロック: 108MHz 
 周辺クロック: 54MHz 
 バスクロック: 108MHz 

• 統合開発環境: ルネサス テクノロジ製 
• Cコンパイラ: ルネサス テクノロジ製 SuperH RISC engine ファミリ 

 C/C++ コンパイラパッケージ Ver.9.03 Release 00 
• コンパイルオプション: High-performance Embedded Workshopでのデフォルト設定 

 -cpu=sh4a -endian=little -include="$(WORKSPDIR)¥inc" 
 -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -optimize=0 
 -gbr=auto -chgincpath -errorpath 
 -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0 
 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 –nologo 

 
 

1.4 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。あわせて参照してくだ
さい。 

• SH7764グループ SH7764 初期設定例 (RJJ05B1508) 
• SH7764グループ 表示コントローラ TFT-LCDパネル表示例 2 (RJJ05B1510) 
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2. 応用例の説明 
本応用例では，VDC2を使用してグラフィック画像を表示するための参考例として，端子接続例と設定例
を説明します。表示モジュールには，2.2項に示す TFT-LCDパネルを使用します。 

 

2.1 VDC2の動作概要 

2.1.1 概要 
VDC2の機能は，外部メモリに格納された 4面のグラフィック画像 (レイヤ 1, 2, 3, 4) を読み出し，4面の
画像をオーバレイ処理します。18ビットの RGB (各 6ビット) 映像出力，BTA T-1004に準拠したデジタル映
像を出力します。 

 

2.1.2 特長 
表 1に VDC2の特長を示します。 

 
表 1 VDC2の特長 

項目 機能 
動作周波数 6.0MHz～36.0MHz表示パネルサイズに依存 
入力画像形式 16ビットの RGB565プログレッシブ 
表示画面サイズ プログレッシブ方式で 18ビット RGB出力 

720 × 480 (NTSC) 720 × 576 (PAL) 
320 × 240 (QVGA) 640 × 480 (VGA) 
800 × 480 (WVGA) 

表示画面数 最大 4面 (レイヤ 1～レイヤ 4) 
αブレンド レイヤ 1～レイヤ 4を透過率に基づき Mixing 
クロマキー 設定した RGB色をクロマキー処理 
出力映像形式 RGB666プログレッシブ映像出力 
同期信号出力 VSYNC, HSYNC, データイネーブル，COM/CDEを選択可能 
外部同期モード 外部からの同期信号 (EX-VSYNC, EX-HSYNC)，パネルクロックにて動作可能 
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2.1.3 入出力端子 
表 2に VDC2の入出力端子を示します。 

 
表 2 VDC2の入出力端子 

端子名 入出力 名称 説明 
DR[5:0] 出力 デジタルレッドデータ 出力ビデオデータの出力端子 
DG[5:0] 出力 デジタルグリーンデータ 出力ビデオデータの出力端子 
DB[5:0] 出力 デジタルブルーデータ 出力ビデオデータの出力端子 
VSYNC 出力 垂直同期信号 垂直同期信号 
HSYNC 出力 水平同期信号 水平同期信号 
DE_V 出力 垂直データイネーブル信号 垂直データイネーブル信号 
DE_H/DE_C 出力 水平データイネーブル信号/ 

表示イネーブル信号 
水平データイネーブル信号/表示イネーブル 

COM/CDE 出力 ゲート制御信号/クロマデータ
イネーブル信号 

ゲート制御信号/表示イネーブル 
(レジスタに設定したクロマキー対象色と一致 
したときアサート) 

BT_DATA[7:0] 出力 BTA-T1004表示データ BTA-T1004表示データの出力端子 
BT_VSYNC 出力 BTA-T1004垂直同期 BTA-T1004用垂直同期信号 
BT_DE_C 出力 BTA-T1004表示イネーブル BTA-T1004表示イネーブル信号 
EX_VSYNC 入力 VSYNC入力 外部同期モード時，VSYNC信号を入力 
EX_HSYNC 入力 HSYNC入力 外部同期モード時，HSYNC信号を入力します 
DCLKIN 入力 パネルソースクロック入力 表示用のソースクロックを入力 
DCLKOUT 出力 パネルクロック出力 パネルクロックの出力端子 
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2.1.4 VDC2の構成 
表 3に VDC2の各機能ブロックの概要を示します。また，図 1に VDC2の全体ブロック図を示します。 

 
表 3 VDC2の機能ブロック 

グラフィックス部 1 外部メモリに格納された Graphics画像 (RGB565: レイヤ 1) をピクセルバスより
読み出し，グラフィックス部 2に出力する 

グラフィックス部 2 外部メモリに格納された Graphics画像 (RGB565: レイヤ 2) をピクセルバスより
読み出し，グラフィックス部 1の出力とオーバレイ処理を行いグラフィックス部 3
に出力する 

グラフィックス部 3 外部メモリに格納された Graphics画像 (RGB565: レイヤ 3) をピクセルバスより
読み出し，グラフィックス部 2の出力とオーバレイ処理を行い，グラフィックス部
4に出力する 

グラフィックス部 4 外部メモリに格納された Graphics画像 (RGB565: レイヤ 4) をピクセルバスより
読み出し，グラフィックス部 3の出力とオーバレイ処理を行い，画像データを出力
する 

表示制御部 グラフィックス部 4の出力 (RGB) を YCbCr (4:2:2) 変換を行い，BTA-T1004規格
の 8:4:4並列フォーマットで出力する。TFT-LCDパネル向けの制御信号を出力する

入力タイミング制御部 外部入力の同期信号のクロック立ち上がり/立ち下がりエッジのタイミング選択，
極性を制御する 

出力タイミング制御部 同期信号のクロック立ち上がり/立ち下がりエッジのタイミング選択，極性を制御
する。RGB666映像出力のクロック立ち上がり/立ち下がりエッジのタイミングを
制御する 
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図 1 VDC2の全体ブロック図 
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2.1.5 VDC2の機能 
グラフィックス部では，RGB565 (16ビット) にてメモリ領域に格納されている画像データを表示します。
外部入力同期信号あるいは，内部生成同期信号を基準に表示制御を行います。画像の表示は 1面のみの表示，
もしくは 2面，3面，4面の重ね合わせ表示の設定が可能です。表示面の重ね合わせを行った場合，カレント
画像 (カレントレイヤ) のα制御領域の設定により，下層グラフィックス (下層レイヤ) を透過処理すること
が可能です。透過率は 1/256 × 100%刻みで設定が可能です。また，クロマキー処理にて，指定色の透過率を
設定して，下層グラフィックス (下層レイヤ) の画像を透過させることができます。 

図 2に表示イメージを示します。構造を単純にするため，以下の図ではαブレンド，クロマキーは不許可と
しています。 

 

1

2

3

4

 

図 2 グラフィック画像の表示イメージ 
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2.1.6 同期信号の出力フォーマット 
TFT-LCDパネルに出力する同期信号のフォーマット例を図 3に示します。表示制御部とグラフィックス部
にて設定する同期信号のタイミングと「帰線期間を含む同期信号の領域」，「データイネーブル領域」，「グ
ラフィック画像領域」との関係を示しています。使用する TFT-LCDパネルに応じて設定してください。 
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図 3 スクリーンフォーマット 
 

2.2 TFT-LCDパネルの仕様 
本アプリケーションノートで使用する TFT-LCDパネルの仕様を示します。使用する TFT-LCDパネルは，
日立ディスプレイズ社製のTX18D55VM1CAAです。仕様の詳細はTFT-LCDパネルによって異なりますので，
使用する製品のデータシートを確認してください。 
 
2.2.1 一般仕様 
表 4に本アプリケーションノートで使用する TFT-LCDパネルの一般仕様を示します。 

 
表 4 TFT-LCDパネルの一般仕様 (データシートから抜粋) 

項目 仕様 
解像度 WIDE-VGA 
画素数 H 800 × V 480 (ドット数: H (800 × 3) × V480) 
カラーフィルタ配置 R・G・B 縦ストライプ 
表示色数 26万色 
入力信号 CMOS, R・G・B各 6ビットデジタル 
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2.2.2 端子機能 
表 5に本アプリケーションノートで使用する TFT-LCDパネルの端子機能を示します。 

 
表 5 TFT-LCDパネルの端子機能 (データシートから抜粋) 

端子名 機能 
DCLK ドットクロック 
DTMG 表示タイミング信号 
R5-0 赤データ信号 (MSB: R5) 
G5-0 緑データ信号 (MSB: G5) 
B5-0 青データ信号 (MSB: B5) 
 
 

2.2.3 インタフェースタイミング 
図 4と表 6に本アプリケーションノートで使用するTFT-LCDパネルのインタフェースタイミングとその特
性を示します。 
 

CLK

tWH

DCLK

DTMG

DTMG "Low"

DCLK

Hsync

Vsync

DTMG

DTMG

tWV

tVP

tVBP

tHBP

tHP

 

図 4 TFT-LCDとのインタフェースタイミング例 (データシートから抜粋) 
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表 6 TFT-LCDパネルのタイミング特性 (データシートから抜粋) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 
DCLK サイクル時間 tCLK 25 30 33 ns 

サイクル時間 tHP 944 1056 1088 Hsync 
有効幅 tWH 4 128 — 

tCLK 

サイクル時間 tVP 515 525 610 Vsync 
有効幅 tWV 1 2 — 

tHP 

水平バックポーチ時間 tHBP 7 88 — tCLK DTMG 
垂直バックポーチ時間 tVBP 4 32 — tHP 

 
 

2.3 TFT-LCDパネル接続回路例 

2.3.1 端子接続例 
図 5に本アプリケーションノートにおける TFT-LCDパネルの接続回路例を示します。 

TX18D55VM1CAAは表示タイミング信号 (DTMG) だけで同期を取って動作しており，HSYNCと VSYNC
は接続する必要がありません。DTMGは表示イネーブル信号 (DE_C) に接続します。DCLKINに入力したパ
ネルソースクロックは DCLKOUTに等倍で出力されます。 
 

SH7764

DCLKIN

DB[5:0]

DG[5:0]

HSYNC

VSYNC

TFT-LCD

(TX18D55VM1CAA)

B[5:0]

G[5:0]

OSC

33.3333MHz

DE_C DTMG

DR[5:0] R[5:0]

DCLKOUT DCLK

NC

NC

 

図 5 TFT-LCDパネル接続回路例 
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2.4 参考プログラムの仕様 
ここでは参考プログラムの仕様と各処理のフローチャートを説明します。 

2.4.1 仕様 
• WVGAサイズ (H800 × V480) の TFT-LCDパネルへグラフィック画像を表示します。 
• 表示画面はすべてのドットが緑の画像と，青の画像の 2面です。表示は交互に切り替えます。 
 
2.4.2 参考プログラムメインフロー 
図 6に参考プログラムのメインフローを示します。図 7～図 9に示す初期化処理を実行して TFT-LCDパネ
ルにグラフィック画像を表示し，図 10に示す処理を繰り返し実行して表示画像を切り替えます。 
 

 (800 × 480 × 2) × 2

 RGB565

 VDC2 TFT-LCD

 

 

 VDC2

 

 

VDC2

 

図 6 参考プログラムのメインフロー 



SH7764グループ 
表示コントローラ TFT-LCDパネル表示例 1 

RJJ05B1509-0100/Rev.1.00 2009.9 Page 11 of 25 

2.4.3 VDC2の初期化 
図 7に VDC2の初期化フローを示します。 

 

VDC2CLKCR  (CKSEL  = 0)

1/1

 DR[5:0], DG[5:0], DB[5:0], DCLKIN,

 DE_C, DE_H, DCLKOUT

VDC2

VDC2

(VDC2CLKCR) 

END

4

 

図 7 VDC2の初期化フロー 
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2.4.4 表示制御部の設定 
図 8に表示制御部の設定例を示します。本手順により TFT-LCDパネルの制御信号出力設定を行うことが可
能です。「2.4.5 グラフィックス部の設定」と合わせて実行してください。なお図 8で示した値は 2.2項の
TFT-LCDパネルの仕様に合わせて設定しています。 
 

 SGMODE  (H'00000030)

DEC

DE

 SYNSIZE

 (SYN_SIZE=1056,SYN_HEIGHT=525)

 SGINTCNT  (H'00000000)

VSYNC

 SGMODE  (WE =1)

 HSYNCTIM

 (HSYNC_START=0,HSYNC_END=123)

TFT-LCD

 (HSYNC) 

0

 VSYNCTIM

 (VSYNC_START=0,VSYNC_END=2)

TFT-LCD

1

TFT-LCD

0

 SYNCNT  (H'00000000)

RGB

DEC

HSYNC

VSYNC

SG  (SGMODE) 

 (SYNCNT) 

 (SYNSIZE) 

(HSYNCTIM) 

(VSYNCTIM) 

 (SGINTCNT) 

END

SGMODE  (SGMODE) 

 

図 8 表示制御部設定例 
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2.4.5 グラフィックス部の設定 
図 9にグラフィックス部の設定例を示します。本手順によりグラフィック画像データをパネルの指定領域
に表示できます。「2.4.4 表示制御部の設定」と合わせて実行してください。 
 

 GRCBUSCNT  (ENDIAN =0)

 

  

 

 GROPSADR

 

  

 

 GROPSOFST

 

  

 

 GROPSWH

 

  

 

 GROPBASERGB  (H'00000000)

 

  

 RGB  ( )

 GROPDPHV

 

  

 

  

 

 GRCMEN  (H'80000002)

 

  

 

   ( Vsync

 )

 (GRCBUSCNT) 

(GROPSADR) 

(GROPSOFST) 

(GROPSWH) 

(GROPDPHV) 

(GROPBASERGB) 

(GRCMEN) 

END
 

図 9 グラフィックス部の設定例 
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2.4.6 グラフィック画像データの更新 
図 10にグラフィック画像データの更新手順を示します。 

表示の乱れを防ぐため，グラフィック画像のデータ領域は 2面以上で構成します。データ領域更新後，VDC2
のグラフィックス画像ベースアドレスレジスタを更新して表示する画像データの読み出しアドレスを切り替
えます。読み出しアドレス変更後は設定値を有効にするため，GRCMENレジスタで転送を許可してください。 
 

 GROPSADR

 

 GROPSADR

 

  

 

 

 

 

 

 GRCMEN  (WE=1)

 

  

 

   ( Vsync

 

(GROPSADR) 

(GRCMEN) 

END
 

図 10 グラフィックス画像データの更新例 
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3. 参考プログラムリスト "vdc2.c" 

3.1 サンプルプログラムリスト "マクロ定義" 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
 

/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data ************************* 
* 
*       System Name : SH7764 Sample Program 
*       File Name   : vdc2.c 
*       Abstract    : VDC2 TFT-LCDパネル表示例 
*       Version     : 1.00.00 
*       Device      : SH7764 
*       Tool-Chain  : High-performance Embedded Workshop (Ver.4.05.01). 
*                   : C/C++ compiler package for the SuperH RISC engine family 
*                   :                             (Ver.9.03 Release00). 
*       OS          : none 
*       H/W Platform: R0K507764E001BR 
*       Disclaimer  : 
*                     <注意事項> 
*                     本サンプルプログラムはすべて参考資料であり、 
*                     その動作を保証するものではありません。 
*                     本サンプルプログラムはお客様のソフトウエア開発時の 
*                     技術参考資料としてご利用ください。 
* 
*       The information described here may contain technical inaccuracies or 
*       typographical errors. Renesas Technology Corporation and Renesas Solutions 
*       assume no responsibility for any damage, liability, or other loss rising  
*       from these inaccuracies or errors. 
* 
*       Copyright (C) 2009 Renesas Technology Corp. All Rights Reserved 
*       AND Renesas Solutions Corp. All Rights Reserved 
* 
*       History     : June.01,2009 Ver.1.00.00 
*""FILE COMMENT END""**********************************************************/ 
#include "iodefine.h" 
 
/* ==== マクロ定義 ==== */ 
/* ---- TFT液晶表示モジュール ---- */ 
#define TFT_TOTAL_CLOCK          1056   /* 帰線期間を含む幅        */ 
#define TFT_TOTAL_LINE           525    /* 帰線期間を含む高さ      */ 
#define TFT_PANEL_CLOCK          800    /* 水平方向の画素数        */ 
#define TFT_PANEL_LINE           480    /* 垂直方向の画素数        */ 
#define TFT_DTMG_START_H         88     /* 水平方向の表示開始位置  */ 
#define TFT_DTMG_START_V         32     /* 垂直方向の表示開始位置  */ 
#define TFT_HSYNC_START          0      /* Hsyncのパルス幅開始位置 */ 
#define TFT_HSYNC_END            123    /* Hsyncのパルス幅終了位置 */ 
#define TFT_VSYNC_START          0      /* Vsyncのパルス幅開始位置 */ 
#define TFT_VSYNC_END            2      /* Vsyncのパルス幅終了位置 */ 
/* ---- グラフィックス部 パラメータ ---- */ 
#define GRAPHICS4_Y_SIZE         TFT_PANEL_LINE 
   /* グラフィックス部 4の高さ */ 
#define GRAPHICS4_X_SIZE         TFT_PANEL_CLOCK 
   /* グラフィックス部 4の幅 */ 
#define GRAPHICS4_LINE_OFFSET    TFT_PANEL_CLOCK 
   /* グラフィックス部 4のラインオフセット */ 
#define GRAPHICS4_POS_Y          0 
   /* 垂直方向の表示開始位置 (0:最上部) */ 
#define GRAPHICS4_POS_X          0 
   /* 水平方向の表示開始位置 (0:最左部) */ 
#define GRAPHICS4_BG_COLOR       0x0000 
   /* グラフィックス部 4の色:黒 */ 
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3.2 サンプルプログラムリスト "関数プロトタイプ宣言・変数宣言" 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
 

/* ==== 関数プロトタイプ宣言 ==== */ 
void vdc_main(void); 
void vdc2_initial(void); 
void vdc2_port_set(void); 
void vdc2_display_control_initial(void); 
void vdc2_graphic_layer4_initial(void); 
void change_graphic(int idx); 
void fill_rect(unsigned int x, unsigned int y, 
    unsigned int w, unsigned int h, unsigned short color, 
    unsigned int base_address, unsigned int line_offset); 
void delay(void); 
 
/* ==== 変数定義 ==== */ 
#pragma section _VDC2_FRAME_BUFFER /* キャッシュ無効空間の 16バイト境界に配置 */ 
unsigned short frame_buffer[2][TFT_PANEL_LINE][TFT_PANEL_CLOCK]; 
#pragma section 
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3.3 サンプルプログラムリスト "メイン処理" 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96 
97 
98 
99 
100 
101 
102 
103 
104 
105 
106 
107 
108 
109 
110 
111 
112 
 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : 表示メイン処理 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Declaration : void main(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Function    : 一定間隔でフレームバッファを切り替えながら、TFT-LCDパネルに 
 *             : グラフィック画像を表示します。 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Argument    : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void vdc_main(void) 
{ 
    int idx = 0; 
 
    /* ---- フレームバッファ初期化 ---- */ 
 fill_rect(0,0,GRAPHICS4_X_SIZE,GRAPHICS4_Y_SIZE,0x07E0, 
     (unsigned int)frame_buffer[0],GRAPHICS4_LINE_OFFSET); 
      /* フレームバッファ 1面を緑で塗り潰す */ 
     
    fill_rect(0,0,GRAPHICS4_X_SIZE,GRAPHICS4_Y_SIZE,0x001f, 
     (unsigned int)frame_buffer[1],GRAPHICS4_LINE_OFFSET); 
      /* フレームバッファ 2面を青で塗り潰す */ 
 
    /* ---- VDC2モジュール初期化 ---- */ 
    vdc2_initial(); 
 
    /* ==== グラフィック画像データを更新 ==== */ 
    while(1){ 
        delay(); 
         
        /* ---- バッファを切り替える ---- */ 
        idx ^= 1; 
        change_graphic(idx); 
    } 
} 
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3.4 サンプルプログラムリスト "VDC2初期化" 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 
130 
131 
132 
133 
134 
135 
 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : VDC2の初期化 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Declaration : void vdc2_initial(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Function    : 表示するために VDC2を初期化します。レイヤ４を使用しています。 
 *             : TFT-LCDパネルは(株)日立ディスプレイズ製[TX09D55VM1CDA]を使用 
 *             : しています。 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Argument    : void 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void vdc2_initial(void) 
{ 
    CPG.VDC2CLKCR.BIT._CKSEL = 0; /*クロックの分周 1/1 */ 
    vdc2_port_set();    /* 入出力端子設定 */ 
    vdc2_display_control_initial(); /* 表示制御部設定 */ 
    vdc2_graphic_layer4_initial(); /* レイヤ 4設定 */ 
} 
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3.5 サンプルプログラムリスト "汎用入出力ポート設定" 
136 
137 
138 
139 
140 
141 
142 
143 
144 
145 
146 
147 
148 
149 
150 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
160 
161 
162 
163 
164 
165 
166 
167 
168 
169 
170 
 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : 入出力端子の設定 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Declaration : void vdc2_port_set(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Function    : 入出力端子を VDC2用に設定します。 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Argument    : void 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void vdc2_port_set(void) 
{ 
    /* ---- DR3, DR2, DR1, DR0, DG5, DG4, DG3, DG2 ---- */ 
    GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G7=GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G6= 
    GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G5=GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G4= 
    GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G3=GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G2= 
    GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G1=GPIO.PTSEL_G.BIT._PTSEL_G0=1; 
    /* ---- DB3, DB2, DB1, DG1, DG0, DB5, DB4, ---- */ 
    GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I7=GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I6= 
    GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I5=GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I4= 
    GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I3=GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I2= 
    GPIO.PTSEL_I.BIT._PTSEL_I1 = 1; 
    /* ---- DB0, DCLKIN, DE_C/DE_H ---- */ 
    GPIO.PTSEL_K.BIT._PTSEL_K4=GPIO.PTSEL_K.BIT._PTSEL_K2= 
    GPIO.PTSEL_K.BIT._PTSEL_K0=1; 
    /* ---- DCLKOUT, DR4, DR5 ---- */ 
    GPIO.PTSEL_H.BIT._PTSEL_H2=GPIO.PTSEL_H.BIT._PTSEL_H1= 
    GPIO.PTSEL_H.BIT._PTSEL_H0=1; 
    GPIO.PTIO_H.BIT._PTIO_H2=GPIO.PTIO_H.BIT._PTIO_H1= 
    GPIO.PTIO_H.BIT._PTIO_H0=0; 
} 
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3.6 サンプルプログラムリスト "表示制御部設定" 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
178 
179 
180 
181 
182 
183 
184 
185 
186 
187 
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 
195 
196 
197 
198 
199 
200 
201 
202 
203 
204 
205 
206 
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : 表示制御部 初期設定 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Declaration : void vdc2_display_control_initial(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Function    : 表示制御部を初期化します。 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Argument    : void 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void vdc2_display_control_initial(void) 
{ 
    /* ---- 同期信号の選択 & DE_C出力 ---- */ 
    VDC2.SGMODE.LONG = 0x00000030; 
        /* bit5(DE_SEL)=1 DE_Cを出力                       */ 
        /* bit4(DEC_MODE)=1 グラフィックス部で DE信号を生成 */ 
        /* bit1(SYNC_SEL)=0 内部の同期信号を使用           */ 
     
    /* ---- 同期信号のタイミング設定 ---- */ 
    VDC2.SYNCNT.LONG = 0x00000000; 
        /* RGBデータ出力はクロックの立ち上がりに同期     */ 
        /* DE_C出力はクロックの立ち上がりに同期・反転無  */ 
        /* HSYNC出力はクロックの立ち上がりに同期・反転無 */ 
        /* VSYNC出力はクロックの立ち上がりに同期・反転無 */ 
     
    /* ---- 同期信号のサイズ(帰線期間含む)の指定 ---- */ 
    /* 帰線期間を含めた水平方向ピクセル数と帰線期間を含めた垂直方向ライン数 */ 
    VDC2.SYNSIZE.BIT._SYN_WIDTH = TFT_TOTAL_CLOCK; 
    VDC2.SYNSIZE.BIT._SYN_HEIGHT = TFT_TOTAL_LINE; 
     
    /* ---- HSYNCのパルス幅 ---- */ 
    VDC2.HSYNCTIM.BIT._HSYNC_START = TFT_HSYNC_START; 
    VDC2.HSYNCTIM.BIT._HSYNC_END = TFT_HSYNC_END; 
     
    /* ---- VSYNCのパルス幅 ---- */ 
    VDC2.VSYNCTIM.BIT._VSYNC_START = TFT_VSYNC_START; 
    VDC2.VSYNCTIM.BIT._VSYNC_END = TFT_VSYNC_END; 
     
    /* ---- VSYNC割り込みステータスのクリア ---- */ 
    VDC2.SGINTCNT.LONG = 0x00000010; 
    VDC2.SGMODE.BIT._WE = 1; /* レジスタ値転送許可 */ 
} 
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3.7 サンプルプログラムリスト "グラフィックス部 4設定" 
217 
218 
219 
220 
221 
222 
223 
224 
225 
226 
227 
228 
229 
230 
231 
232 
233 
234 
235 
236 
237 
238 
239 
240 
241 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
253 
254 
255 
256 
257 
258 
259 
260 
261 
262 
 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : グラフィックス部 4 初期設定 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Declaration : void vdc2_graphic_layer4_initial(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Function    : グラフィックス部 4を初期化します。 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Argument    : void 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void vdc2_graphic_layer4_initial(void) 
{ 
    /* ---- 表示禁止（下層レイヤ） ---- */ 
    VDC2_GR4.GRCMEN.LONG = 0x00000002; 
        /* bit31(WE)=0 レジスタ転送不可             */ 
        /* bit1(DEN)=1 グラフィックス表示許可     */ 
        /* bit0(VEN)=0 下層グラフィックス表示不許可 */ 
 
    /* ---- バスのエンディアン設定 ---- */ 
    VDC2_GR4.GRCBUSCNT.BIT._ENDIAN = 0; /* リトル */ 
     
    /* ---- 外部メモリからの画像の読み出し設定 ---- */ 
    VDC2_GR4.GROPSADR = (unsigned int *)frame_buffer[0]; 
     
    /* ---- ラインオフセット設定 ---- */ 
    VDC2_GR4.GROPSOFST = GRAPHICS4_LINE_OFFSET * sizeof(short); 
     
    /* ---- 出力画像領域の設定（LCDパネルサイズ） ---- */ 
    /* グラフィック画像領域の幅と高さ */ 
    VDC2_GR4.GROPSWH.BIT._GROPSH = GRAPHICS4_Y_SIZE; 
    VDC2_GR4.GROPSWH.BIT._GROPSW = GRAPHICS4_X_SIZE; 
     
    /* ---- 画像領域の垂直表示開始位置と水平表示開始位置 ---- */ 
    VDC2_GR4.GROPDPHV.BIT._GROPDPV = TFT_DTMG_START_V - 1 + GRAPHICS4_POS_Y; 
    VDC2_GR4.GROPDPHV.BIT._GROPDPH = TFT_DTMG_START_H - 16 + GRAPHICS4_POS_X; 
 
    /* ---- グラフィック画像領域外の色 ---- */ 
    VDC2_GR4.GROPBASERGB.LONG = GRAPHICS4_BG_COLOR; 
     
    /* ---- グラフィックス出力設定の転送 ---- */ 
    VDC2_GR4.GRCMEN.BIT._WE = 1; /* レジスタ値転送許可 */ 
} 
 

 



SH7764グループ 
表示コントローラ TFT-LCDパネル表示例 1 

RJJ05B1509-0100/Rev.1.00 2009.9 Page 22 of 25 

3.8 サンプルプログラムリスト "グラフィックス画像データの更新" 
263 
264 
265 
266 
267 
268 
269 
270 
271 
272 
273 
274 
275 
276 
277 
278 
279 
280 
281 
282 
283 
284 
285 
 

 
/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 
 * ID          :  
 * Outline     : グラフィック画像データの更新 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Include     :  
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Declaration : void change_graphic(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Function    : グラフィック画像データを引数で指定されたバッファに切り替えます。 
 *             : 画像の内容は本関数実行前に更新して下さい。 
 *             : 更新を有効にするためには GRCMEN4レジスタで設定値の転送が必要です。 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Argument    : int idex : 表示するバッファのインデックス番号 
 *------------------------------------------------------------------------------   
 * Return Value: void 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
void change_graphic(int idx) 
{ 
    /* ---- グラフィック画像データ領域の更新 ---- */ 
    VDC2_GR4.GROPSADR = (unsigned int *)frame_buffer[idx]; 
    VDC2_GR4.GRCMEN.BIT._WE = 1; /* レジスタ値転送許可 */ 
} 
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4. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

SH7764グループ ハードウェアマニュアル (RJJ09B0395) 
(最新版をルネサス テクノロジホームページから入手してください) 

 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-4A ソフトウェアマニュアル (RJJ09B0090) 
(最新版をルネサス テクノロジホームページから入手してください) 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス テクノロジホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
csc@renesas.com 

 
 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2009.09.10 — 初版発行 

    
    
    
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 



SH7764グループ 
表示コントローラ TFT-LCDパネル表示例 1 

RJJ05B1509-0100/Rev.1.00 2009.9 Page 25 of 25 

D039444  
© 2009. Renesas Technology Corp., All rights reserved. 


	表紙
	1. はじめに
	1.1 仕様
	1.2 使用機能
	1.3 適用条件
	1.4 関連アプリケーションノート

	2. 応用例の説明
	2.1 VDC2の動作概要
	2.1.1 概要
	2.1.2 特長
	2.1.3 入出力端子
	2.1.4 VDC2の構成
	2.1.5 VDC2の機能
	2.1.6 同期信号の出力フォーマット

	2.2 TFT-LCDパネルの仕様
	2.2.1 一般仕様
	2.2.2 端子機能
	2.2.3 インタフェースタイミング

	2.3 TFT-LCDパネル接続回路例
	2.3.1 端子接続例

	2.4 参考プログラムの仕様
	2.4.1 仕様
	2.4.2 参考プログラムメインフロー
	2.4.3 VDC2の初期化
	2.4.4 表示制御部の設定
	2.4.5 グラフィックス部の設定
	2.4.6 グラフィック画像データの更新


	3. 参考プログラムリスト "vdc2.c"
	3.1 サンプルプログラムリスト "マクロ定義"
	3.2 サンプルプログラムリスト "関数プロトタイプ宣言・変数宣言"
	3.3 サンプルプログラムリスト "メイン処理"
	3.4 サンプルプログラムリスト "VDC2初期化"
	3.5 サンプルプログラムリスト "汎用入出力ポート設定"
	3.6 サンプルプログラムリスト "表示制御部設定"
	3.7 サンプルプログラムリスト "グラフィックス部4設定"
	3.8 サンプルプログラムリスト "グラフィックス画像データの更新"

	4. 参考ドキュメント
	ホームページとサポート窓口
	改訂記録
	本資料ご利用に際しての留意事項

